
令和3年3月戸田市議会定例会前の記者会見
2月16日（火）午後１時３０分～

提出案件 合計３３件
条例案件 ７件
一般案件 ３件
予算案件 ２３件

日 時

〇【第3弾】戸田市新型コロナ対応緊急支援パッケージ進捗状況
・おうちごはん半額応援キャンペーン
・医療機関向けコロナ対応協力金
・新型コロナワクチン接種事業

市政情報

提出案件
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【第３弾】戸田市新型コロナ対応緊急支援パッケージ

感染の急拡大や緊急事態宣言の再発出にともない、市民生活や経済への影響が
深刻度を増していることから、「緊急支援パッケージ第３弾」として追加対策を
講じることで、市民の生活と安全を守り経済を下支えし、危機を克服する。

緊急生活支援対策 【事業費：－－－－－－千円】

緊急経済雇用対策 【事業費：５４.９００千円】

緊急感染症予防対策【事業費：１４５,８４５千円】

２

１

３

〇テイクアウト等販売促進補助 《41,000千円》
おうちごはん半額応援キャンペーン【第２弾】

テイクアウト等を「半額」に値引きした事業者に補助
対象：「#StayHome戸田」登録市内飲食店(想定160者)
補助限度額：１店舗あたり25万円

〇公的資格等取得支援事業 《1,500千円》
(新型コロナウイルス感染症対応)
求職者に対し、新たな技能・資格を得て就職活動を
有利に行うための公的資格等取得を支援
補助限度額：１申請あたり5万円(補助率1/2)

〇企業向けオンラインセミナー【第２弾】
新型コロナを乗り越える！！デジタル時代のEC業績UP法！

EC（電子商取引）事業の導入や活用支援を
Webセミナーで提供

〇商店等新業種等転換支援事業 《12,400千円》
(新型コロナウイルス感染症対応)
コロナ対策に取り組む店舗へ、改修等の対策を支援
補助限度額：１申請あたり50万円(補助率1/2)

〇コロナ療養者向け相談ダイヤル 《4,500千円》
療養生活や療養後の不安や悩み等の精神保健福祉士等による電話相談

〇高齢者施設職員向けPCR検査の実施(県事業協力)
希望する高齢者施設に対し職員向けPCR検査を実施

〇フードパントリー(社会福祉協議会主催の食料支援事業と連携) 
対象：ひとり親家庭などコロナの影響で収入が減少した世帯
期間：令和３年２月２６日(金)、３月１日(月) ※300世帯分
市の災害用備蓄食料(牛丼レトルトパック)を活用
市の生活自立相談センターによる生活相談も同時開催

〇テレワークスペース確保事業
テレワークスペースの確保が困難な市民に対し
緊急事態宣言解除後に公共施設の一部を解放
場所:市内各所の公共施設 ※詳細未定

〇医療機関向けコロナ対応協力金 《50,000千円》
コロナ対応協力医療機関に50万円、
コロナ対応協力病床1床あたり100万円を協力金として給付
※令和3年2月臨時会に補正予算を上程予定

〇市民医療センター診療事業(ＰＣＲ検査手数料)《12,000千円》
発熱外来受診者の増加に伴うPCR検査民間委託費の増額

〇新型コロナウイルスワクチン接種事業 《79,345千円》
全市民を対象としたワクチン接種のための接種費用、委託料等

迅速・簡潔・安心総事業費 約２億円
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緊急経済雇用対策
テイクアウト等販売促進補助金
『おうちごはん半額応援キャンペーン (第２弾)』

飲食店が実施するテイクアウト・デリバリーに係る通常価格の２分の１の割引額
（1店舗あたり上限２５万円）

１．事業概要

３．補助額

４．参加店舗
97店舗（2月15日現在）

２．実施期間

テイクアウト・デリバリーに積極的に取り組む飲食店等を応援する。
登録した市内飲食店が販売する飲食物に対し、販売価格の半額で購入できるものとし、

その割引額は、市がテイクアウト等販売促進補助金で補てんし、市と市民が協力して市内
飲食店を応援できる仕組みとする。

令和3年2月８日から３月８日まで
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緊急感染症予防対策
新型コロナウイルス感染症対応

医療機関協力金
埼玉県指定診療・検査医療機関として指定を受けている医療機関に50万円、
新型コロナウイルス感染症患者を受け入れるための病床を確保している医
療機関については、1病床につき100万円を協力金として交付します。

協力金（1病床あたり100万円）

協力金（1医療機関50万円）
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戸田市発の集団接種モデルへ

〔実施日時〕
２月２８日（日）
午後１時～３時

「新型コロナウイルスワクチン集団接種訓練」を実施します

〔実施会場〕
戸田市笹目コミュニティ
センター

多目的ホール
（軽体育室・ホール）
面積：３４２㎡

【埼玉県・埼玉県医師会・戸田市
・蕨戸田市医師会の共催】

市民が安心して接種できる体制を構築

課題解決に向けた
実践訓練

医師・県・市
による検証

＋

埼玉県・埼玉県医師会・戸田市・蕨戸田市医師会の共催による
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令和３年３月戸田市議会定例会
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提出案件 合計３３件

条例案件 ７件
一般案件 ３件
予算案件 ２３件

提出案件
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市議会定例会提出案件≪条例案件７件≫
議案第４号
戸田市防災基本条例

7

〔概 要〕
自助・共助・公助の考え方のもとに、市民、事業者、市及び議会

の責務と役割を明確化し、防災に関する基本的事項を定めることに
より、防災対策を総合的かつ計画的に推進し、災害に強いまちを実
現するために、「戸田市防災基本条例」を制定します。

〔施行日〕公布の日
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【歳入】①市税の増額
②新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の増額
③前年度繰越金の増額

【歳出】①国民健康保険特別会計繰出金の減額
②都市計画道路前谷馬場線整備工事請負費の増額
③財政調整基金積立金の増額

一 般 会計(第11号補正)

・国民健康保険特別会計補正予算(第4号) ・市民医療センター特別会計補正予算(第4号)
・海外留学奨学事業特別会計補正予算(第1号) ・新曽第一土地区画整理事業特別会計補正予算(第3号)
・介護保険特別会計補正予算(第3号)                     ・新曽第二土地区画整理事業特別会計補正予算(第3号)
・後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) ・在宅介護支援事業特別会計補正予算(第2号）

特 別 会計［８会計］ ※・前年度繰越金・一般会計繰入金・費用の精査・繰越明許費の設定等

令和２年度 ３月補正予算（案）

： 84,052千円
： 138,574千円
： 1,581,605千円 など79件

：▲207,170千円
： 150,809千円
： 2,187,328千円 など256件
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令和３年度 当初予算（案）

５４４億２,６００万円 ▲９.０％

（特別会計合計 ２4２億３,７０８万１千円 ８.１％）

前年度比

（企業会計合計 ９２億０,３５７万６千円 １２.６％）

８７８億６,６６５万７千円 ▲２.８％

※水道事業会計及び下水道事業会計

9

戸田市の財政案内人
おさいふくん

一般会計

全会計合計
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令和3年度 重点施策

「未来への投資」
で

元気をつくる

三つの柱

「人・自然・街」
を

共感でつなぐ

「安心のくらし」
を

全力でまもる

子育て、教育、
経済と雇用 等

人と街、
文化・スポーツ、
地域と市役所 等

防災、防犯、
浸水対策、
健康長寿 等
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戸田市立小・中学校に田勤務する教職員に対して実施している
「教職員ストレスチェック」につい戸市立小・中学校に勤務する教職
員に対して実施している「教職員ストレスチェック」について、集団
分析結果を、各学校における職場環境改善に活用できるよう、研
修講師を派遣し、学校長に対する研修を実施する。て、集団分析
結果を、各学校における職場環境改善に活用できるよう、研修講
師を派遣し、学校長に対する研修を実施する。

「未来への投資」で元気をつくる令和３年度当初予算

子どもが健やかに育つまち

11

相談支援体制を強化
22,958千円

学童保育室誘致の補助金子ども家庭総合支援拠点の体制整備 39,110千円

待機児童対策として、民間学童保育室に補助金

(1)新規開設予定学童(3室)へ補助金
・学童保育 じゃんぷ 戸田川岸クラブ
・学童保育 ココカラKIDS canvas
・学童クラブ Ohana 氷川町教室

(2)既存開設学童(22室)へ補助金の増額相談対応機能、
虐待対応機能、
関係機関との連携
継続的対応力機能 16,900千円

宿泊施設として利用していた
少年自然の家が廃止

今後民間宿泊施設を利用

宿泊費を市が補助

社会福祉士、保健師等の専門職を配置し、
「子ども家庭総合支援拠点」として機能

妊娠期から子どもの社会的自立に至るまでの
包括的・継続的な支援を切れめなく行うため、
総合的な子育て支援体制・児童虐待対応体制
を整備

強化

拡 拡

新 中学校スキー教室宿泊費補助
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必要な方が必要な時に利用できるサービ
スへ

「未来への投資」で元気をつくる令和３年度当初予算

子育てするなら戸田市

12

施工例

新生児聴覚スクリーニング検査

聴覚障害早期発見のための
聴覚スクリーニング検査

新

・妊婦面接のオンライン予約を実施
・オンラインによる面談を実施

妊娠、出産、子育てに関する不安の解消

子育て世代包括支援センターの充実
母子保健コーディネーター増員

赤ちゃん人形での抱っこや着替え体験も実施

検査費用を助成
適切な支援につなげる

4,301千円

相談体制等の充実

・オンライン対応システム導入
・母子保健コーディネーター増員

妊婦面接率100％
を目指す

5,040千円

産前産後支援ヘルプサービス
産前産後支援ヘルパーの利用ニーズの高まり

拡

拡

【取組１】
協定事業者の新規開拓

サービス提供
業者を増やす

※現行１事業者+新規事業者

【取組２】
申請手続の簡略化

電話での派遣
依頼を可能に！

※初回登録のみ登録書が必要
現行は月ごとに申請書提出

必要な方が必要な時に利用できるサービスへ

4,784千円
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「未来への投資」で元気をつくる令和３年度当初予算

「教育日本一」への挑戦

13

2,156,896千円
体育館エアコン設置小・中学校施設整備

戸田東小学校・戸田東中学校
【完成イメージ】

中学校の設計業務を実施令和元年度

令和３年度

３年計画
全小・中学校設置

改
築

増
築

改
修
◆笹目中学校教室棟、外壁及び構造

◆新曽小学校教室棟

◆戸田第一小学校

◆戸田東小学校・戸田東中学校
※令和３年4月に施設一体型の小学校・中学校として生まれ変わる

生徒の体調管理とカリキュラムの
計画的な実施に寄与

386,573千円

小学校にエアコン設置

中学校にエアコン設置
小学校の設計業務を実施

学級数の増加対策(増築)、
また、老朽化に対応する
計画的な 改築 及び 改修
を実施

写真は施工例：パネル式

令和２年度

拡 拡

３年目

戸田第一小学校
【完成イメージ】※令和３年度から５年度にかけて校舎改築

※令和３年度から６年度にかけて校舎増築

※令和３年度で工事完了
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必要な方が必要な時に利用できるサービ
スへ

必要な方が必要な時に利用できるサービ
スへ

令和３年度当初予算

経済の好循環

14

コロナ対応デジタル化支援
10,500千円

コロナ禍で人との接触が制限!!
事業者に多大な影響!

新

「未来への投資」で元気をつくる

コロナ禍での経営
課題対策として

➡ 対象経費 ：電子商取引導入、HP作成、キャッシュレス
決裁端末購入、ITコーディネーター謝礼等

デジタル化事業を補助

コロナ禍を生き抜く事業者を支援！！

より良い経済戦略のために

経営基盤の確保を

新 景気動向調査
市内中小企業にアンケート実施、経営動向を把握
※市内500社、2回実施（予定）

新 労働者意識調査
労働者にアンケート実施、コロナ禍での労働者実情を把握
※市民3,000人（予定）

2,890千円

3,850千円

拡 支払利子及び信用保証料補助 35,000千円
令和２年度新型コロナ緊急支援パッケージで実施した
無利子無保証料の融資利用者への補助
※利子及び信用保証料を補助

拡 中小企業融資事業
中小企業融資の新規受付に係る預託金

100,200千円

対象経費の３分の2以内
最大５０万円

➡ 対象事業 ：電子商取引導入、テレワーク環境整備、
非対面型ビジネスモデル導入等
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「安心のくらし」を全力でまもる令和３年度当初予算

防災・減災のまちづくり①
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中学校屋内運動場非常用発電機

2,791千円

地域防災計画改訂 7,429千円

令和２年度市内小学校設置済、
令和３年度は市内中学校に設置

消防車両の整備事業 56,912千円

7,247千円ハザードブック配布
ハザードブックを改訂
75,000部を作成し、全世帯に配布

専門的な知見などを踏まえて、災害時に
発生する廃棄物対策について計画を策定

現状に適した計画へ

◆組織改正、被害の甚大化等を踏まえた計画改訂の必要

災害対策本部体制の再構築等に加え、近年の災害発
生状況等も踏まえた最新の知見等による計画へ改訂

屋内運動場発電機新

拡

防災減災基金 活用事業例

拡

小中学校児童･生徒用備蓄品

41,294千円

令和３年度、４年度の２箇年計画で、
市内小中学校全員分の備蓄品を更新整備

◆大規模災害発生時、通常のゴミに加え、がれき等
の災害ゴミや避難所でのゴミ等も発生

災害廃棄物の迅速かつ適正な処理が必要

高規格救急自動車（救急５号車）
消防ポンプ自動車（消防団車）の更新

拡

災害廃棄物対策フォトチャンネル
(http://kouikishori.env.go.jp/photo_cahnnel)
をもとに戸田市作成

3,431千円新 災害廃棄物処理計画策定
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「安心のくらし」を全力でまもる令和３年度当初予算

防災・減災のまちづくり②
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災害予防高木剪定業務 15,079千円

台風などの際に公園等の倒木事故を予防

戸田公園駅付近 浸水状況

河川整備工事
331,700千円

さくら川護岸整備工事

上戸田川 浸水状況

雨水貯留管の整備
1,107,389千円

冠水状況(戸田駅西口)

施工前 施工後

冠水状況(北大通り)

戸田駅西口付近から山宮橋付近の北大通り地下に延長約
１ｋｍ(貯留量26,000㎥)の雨水貯留管を整備
戸田駅前及び北大通りの周辺地域における浸水
被害の軽減

R3
10月 工事着工 R6

年度 完成予定

戸田公園駅付近 浸水状況

さくら川

令和元年度台風19号で被害の大きかった下
流域及び中流域の被害軽減対策を先行実施

※イメージ図

高木の管理方針を平成３１年２月に策定
計画的に高木を剪定する

※令和３年度予定箇所
・番匠免公園 ・北部公園 ・緩衝緑地 ・緑地公園
・後谷公園 ・中町公園 ・喜沢第2公園

拡

継
（下水道事業）

拡

上戸田川整備工事
沿川地域の浸水被害の低減を図るための工事
を実施

令和3年2月16日 戸田市記者会見資料



「安心のくらし」を全力でまもる令和３年度当初予算

誰もが安心して暮らせるまち
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施工例

見守り防犯カメラ
全小学校区への設置

拡
86,752千円

◆モデル地区
美女木小学校区に設置

２5９台を設置

新

R1年度

R2年度

こどもの安全対策・犯罪の未然防止

◆全小学校区に拡大
20台

防犯カメラ（イメージ）

併せて、３駅の防犯カメラ21台も入替えを実施

検証

R３年度 ４月から全小学校区での稼働を開始

基幹相談支援センター事業

基幹相談支援センターの設置

戸田市障がい者総合計画の重点施策

総合的な相談窓口

①２４時間の緊急対応を含む相談支援
②精神入院患者の地域移行、定着促進
③地域関係機関のネットワークの促進
（総合相談、担い手の確保）

④権利擁護の推進及び虐待防止、障がい理解の促進

相談支援体制の充実

13,633千円

相談支援員の能力向上

令和3年2月16日 戸田市記者会見資料



「人・自然・街」を共感でつなぐ令和３年度当初予算

魅力的な都市空間の創出
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都市計画道路
前谷馬場線整備事業

公園リニューアル業務

新
193,472千円

戸田駅西口駅前交通広場
交流エリア整備事業拡

57,780千円

継

9,717千円

バリアフリー基本構想策定 5,817千円

戸田駅西口駅前交通広場整備に合
わせ、駅の出入り口付近に、多目的に
利用できるスペースを整備

◎完成予定 令和４年２月

前谷馬場線(戸田駅西口交差点～二枚橋交差点
約520ｍ区間）の幅員約16ｍとなる道路拡張整備

公園リニューアル計画に基づく事業

・ワークショップ等でモデル公園を設計
・既存公園で、「公園を使いこなす」社会実験を実施

リニューアルによって、より賑わいのある公園へ

道路用地取得に伴う物件移転補償、
ボックスカルバート(水路付替)工事を実施

安全性・快適性・防災力向上・良好な景観

令和3年3月に策定予定の「移動等円滑化促進方針」を基に、
具体の事業計画である「バリアフリー基本構想」を策定する。

・重点地区の設定
・重点地区のバリアフリー方針
・バリアフリー化を進めるための
具体的な事業（特定事業）の決定

※特定事業の例：道路、公共交通など

基本構想の策定

拡

（西口）

イメージ

令和3年2月16日 戸田市記者会見資料



「人・自然・街」を共感でつなぐ令和３年度当初予算

市民にとって利用しやすい市役所づくり
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音声認識システム新 1,178千円新
クラウド型
スマート窓口サービス

音声認識システム及び設備

3,492千円歴史公文書の適正管理
マイクで拾った音声を文字に変換する環境の整備

4,165千円
聴力障がいのある方や外国人の方への対応として

行政文書の発生から保管、保存、廃棄、移管までを一貫して
行い、市民の共有財産である歴史公文書を適正管理する。

その準備として

（仮称）歴史公文書管理検討委員会を立ち上げる

新

導入

・令和２年度に総務省実証事業で構築した
スマート申請の利用

・SNSを活用した申請システムの導入実施

令和3年2月16日 戸田市記者会見資料



「人・自然・街」を共感でつなぐ令和３年度当初予算

協働のまちづくりを

20

4,142千円 オリンピック・パラリンピック
推進事業 35,032千円

◆聖火リレーや関連イベント実施
◆事前キャンプ等の対応

共創のまちづくり補助金 新

1,637千円

調印式の様子（R元年12月3日）ボートコースを訪れる人と
ボート競技への関心の増加 オリンピックへの気運醸成

拡

・市民ニーズに合ったきめ細やかな
サービスの提供
・新たなまちづくりの担い手創出
・行政の透明性の向上

行政目線

・身近な課題を解決できる。
・各団体の得意分野生かせる。
・活動の場が増える。
・団体の認知度等があがる。

市民目線 協働

地域課題の解決

共 創 の ま ち づ く り

市民活動団体と行政のそれぞれが持つメリット
を活かし協働で実施する事業に対し補助金を交付 市民意識調査

第５次総合振興計画の開始に合わせて
市民意識調査を実施

対称：市民３,０００人

市民の声を取り入れ、「このまちで良かった」と市民が感じるこ
とができるまちづくりを進めていく。

新

市民
協働
コース

・行政提案事業補助
上限額１００万円

・市民提案事業補助
上限額１００万円

育成
支援
コース

・スタートアップ運営補助 上限５万円

・単独事業補助 上限２０万円

・団体協働事業補助 上限５０万円

令和3年2月16日 戸田市記者会見資料
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